
�
����

目 次 

●発行日／平成２１年７月１３日発行 
●発　行／那珂市 
●編　集／市長公室企画課広報係 
　　　　　〒311－0192 
　　　　　茨城県那珂市福田1819－5 
●ホームページURL（携帯可）／ 
　　　　　http://www.city.naka.lg.jp 
●メールアドレス／ 
　　　　　kikaku@city.naka.lg.jp

おおきなログハウスができたよ！　かんぱい !!（額田保育所） 

�

�

�

�

議会 
第1回臨時会　第2回定例会 

教育支援センターに 
ご相談ください 

区長・副区長さんを紹介します 

特別児童扶養手当 

ぴちぴち那珂っこ 

�

�

協働のまちづくり 
市民活動団体を紹介します ��
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��なかっこ宣言 

まちの話題 

Information

さわやかさん、表紙の裏側　ほか 
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　第１回臨時会が５月２６日に開催され、市長提出議案は、報
告５件、条例の一部改正３件、合わせて８件について審議さ
れ、原案のとおり可決されました。
　また、第２回定例会が６月２日～１２日までの１１日間の会期
で開催され、市長提出議案は、報告５件、条例の一部改正２
件、平成２１年度補正予算２件、その他４件、合わせて１３件に
ついて審議され、原案のとおり可決されました。

■
定
額
給
付
金
に
つ
い
て

　

４
月
１
日
か
ら
申
請
の
受
け
付
け
を
開

始
し
、
５
月
末
日
現
在
で
、
１
万
９
３
７

３
世
帯
（
約　

・
７
％
）
か
ら
申
請
が
あ

９２

り
、
１
万
７
７
８
３
世
帯
に
支
給
し
ま
し

た
。
給
付
額
は
７
億
５
９
１
８
万
８
千
円

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

■
広
報
活
動
に
つ
い
て

　

５
月　

日
、
第　

回
茨
城
県
市
町
村
広

２２

５４

報
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
き
ま
し
て
、「
広
報

な
か
」
平
成　

年
８
月
号
が
『
組
み
写
真

２０

の
部
』
で
特
選
を
受
賞
し
、
ま
た
、「
広

報
な
か
」
平
成　

年　

月
号
表
紙
が
『
一

２０

１２

枚
写
真
の
部
』
に
入
選
し
ま
し
た
。
今
後

と
も
市
民
の
皆
様
に
、
読
み
や
す
く
親
し

み
の
あ
る
広
報
紙
の
作
成
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

■
パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
窓
口
の
設
置
に
つ
い

て

　

旅
券
法
の
改
正
に
伴
い
、
パ
ス
ポ
ー
ト

交
付
申
請
受
付
お
よ
び
交
付
事
務
が
県
か

ら
市
へ
移
譲
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
６
月

１
日
に
１
階
市
民
課
に
パ
ス
ポ
ー
ト
申
請

窓
口
を
設
置
し
ま
し
た
。

■
オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
市
姉
妹
都
市
応
援
会

「
女
性
の
翼
」
の
訪
問
に
つ
い
て

　

５
月　

日
か
ら　

日
ま
で
４
泊
５
日
の

２１

２５

日
程
で
オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
市
女
性
の
翼
訪
問

団
一
行　

人
が
那
珂
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

１５

女
性
団
体
と
の
交
流
会
や
日
本
文
化
体
験

等
を
と
お
し
て
お
互
い
の
理
解
を
深
め
、

友
情
を
育
み
ま
し
た
。

■
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
つ
い
て

　

４
月　

日
に
、
国
が
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

２８

ン
ザ
（
Ａ
／
Ｈ
１
Ｎ
１
）
を
「
感
染
症
の

予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療

に
関
す
る
法
律
」
に
規
定
す
る
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
に
指
定
し
た
こ
と

に
伴
い
、
同
日
「
那
珂
市
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
対
策
本
部
設
置
要
綱
」
を
制
定
し

ま
し
た
。

　

５
月　

日
に
は
、
市
と
し
て
、
マ
ス
ク

２１

１
２
０
０
枚
、
防
護
服
１
０
０
着
を
備
蓄

す
る
と
と
も
に
、　

日
か
ら
市
の
電
話
相

２５

談
窓
口
を
健
康
推
進
課
に
設
置
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
広
報
な
か

お
し
ら
せ
版
や
ポ
ス
タ
ー
に
お
い
て
、
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
、
相
談
窓
口

等
に
つ
い
て
、
住
民
へ
の
情
報
提
供
を
随

時
行
い
ま
し
た
。

　
■
農
業
農
村
整
備
事
業
つ
い
て

　

芳
野
市
民
農
園
お
よ
び
芳
野
農
産
工
房

に
つ
き
ま
し
て
は
、
３
月　

日
に
竣
工
式

２９

を
行
い
ま
し
た
。
今
後
、
農
業
へ
の
理
解

促
進
や
研
修
、
都
市
と
の
交
流
等
農
業
の

活
動
拠
点
施
設
と
し
て
、
積
極
的
に
活
用

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
市
民
農
園
利
用
区
画
数
は
５
月

末
現
在
で　

区
画
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

８３

■
静
峰
ふ
る
さ
と
公
園
八
重
桜
ま
つ
り
事

業
に
つ
い
て

　

静
峰
ふ
る
さ
と
公
園
に
お
い
て
『
八
重

桜
ま
つ
り
』
を
４
月　

日
か
ら
５
月
４
日

２５

ま
で
の　

日
間
、
開
催
し
ま
し
た
。

１０

　

４
月　

日
、　

日
、　

日
の
３
日
間
は

２５

２６

２９

イ
ベ
ン
ト
開
催
日
と
し
て
、
地
場
特
産
品

の
各
種
販
売
、
常
陸
秋
そ
ば
の
手
打
ち
実

演
販
売
、
夢
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｉ
実
行
委
員
会
の

灯
ろ
う
に
よ
る
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、
よ
さ
こ

い
ソ
ー
ラ
ン
踊
り
な
ど
数
多
く
の
イ
ベ
ン

ト
を
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
来
園
者
数
は
、
祭
り
初
日
の
雨

天
の
影
響
に
よ
り
、
昨
年
よ
り
６
千
人
少

な
い
８
万
３
千
人
と
な
り
ま
し
た
。

■
那
珂
市
土
地
開
発
公
社
に
つ
い
て

　

平
成　

年
度
那
珂
市
土
地
開
発
公
社
事

２０

業
報
告
お
よ
び
決
算
な
ら
び
に
平
成　

年
２１

度
那
珂
市
土
地
開
発
公
社
事
業
計
画
お
よ

び
予
算
に
つ
き
ま
し
て
、
地
方
自
治
法
第

２
２
１
条
第
３
項
、
公
有
地
の
拡
大
の
推

進
に
関
す
る
法
律
第　

条
第
２
項
お
よ
び

１８

第
３
項
の
規
定
に
基
づ
き
報
告
を
受
け
ま

し
た
。

�
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一
部
編
集
）
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■
杉
原
地
区
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て

　

８
人
の
地
権
者
と
用
地
買
収
契
約
を
締

結
し
、
道
路
改
良
工
事
（
Ｌ
＝
１
６
６

 
ｍ
）、
道
路
舗
装
工
事（
Ｌ
＝
１
８
９ 
ｍ
）を

発
注
し
ま
し
た
。

■
公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

　

マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
保
守
点
検
業
務
委

託
を
４
月
に
発
注
し
ま
し
た
。

■
農
業
集
落
排
水
事
業
に
つ
い
て

　

鴻
巣
地
区
Ⅰ－

支
線
第
１
工
区
管
路
施

設
工
事
、
戸
崎
・
西
木
倉
・
門
部
・
神
崎

額
田
・
戸
多
北
部
地
区
各
処
理
施
設
の
維

持
管
理
業
務
委
託
お
よ
び
神
崎
額
田
地
区

汚
泥
減
量
化
施
設
の
維
持
管
理
業
務
委
託

を
４
月
に
発
注
し
ま
し
た
。

■
消
防
業
務
に
つ
い
て

　

３
月
１
日
か
ら
５
月　

日
ま
で
の
消
防

３１

訓
練
指
導
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
業
所
や

学
校
等
を
対
象
に　

回
行
い
、
３
２
３
１

２２

人
が
参
加
し
、
防
火
防
災
知
識
の
修
得

と
、
防
火
意
識
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
、
普
通
救
命
講
習
会
を　

回
行
い
２

１２

７
９
人
が
修
了
し
、
応
急
手
当
の
普
及
に

努
め
ま
し
た
。

　

火
災
出
場
件
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、
林

野
が
１
件
、
そ
の
他
が
２
件
、
合
計
３
件
、

救
急
出
場
件
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、
急
病

が
１
９
８
件
、
交
通
事
故
が　

件
、
そ
の

７８

他
が
１
１
９
件
、
合
計
３
９
５
件
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

■「
道
の
駅
」
整
備
に
関
す
る
要
望
に
つ

い
て

　

道
路
利
用
者
に
安
心
で
快
適
な
休
憩
場

所
を
提
供
し
、
道
路
情
報
や
観
光
情
報
な

ど
の
発
信
を
行
い
、
併
せ
て
地
域
産
業
の

振
興
や
地
域
の
活
性
化
に
繋
が
る
観
光
物

産
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
設
置
し
た「
道
の
駅
」

整
備
に
つ
い
て
、
６
月
１
日
に
茨
城
県
知

事
に
要
望
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
　

平
成　

年
６
月
２
日

２１那
珂
市
長　

小
宅　

近
昭

市長提出議案市長提出議案
案案案議案全全全議全議案

可決可決可決可決可決

可決された議案から

施設概要

ふれあいセンターごだい

屋内施設の区分・料金は、ふれあいセンター
よこぼりと同様です。屋外には、天然芝の多
目的グランド２面を整備します。

（多目的室、調理室、会議室、和室）

��������

◎報告

〇専決処分　那珂市税条例の一部を改正する条例／那珂市
都市計画税条例の一部を改正する条例／那珂市国民健康保
険税条例の一部を改正する条例／平成２０年度那珂市下水道
事業特別会計補正予算（第４号）／平成２０年度那珂市後期高
齢者医療特別会計補正予算（第２号）
◎議案

那珂市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例／那
珂市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条
例の一部を改正する条例／那珂市教育委員会教育長の給与
及び勤務時間その他の勤務条件に関する条例の一部を改正
する条例

��������

◎報告

平成２０年度那珂市一般会計繰越明許費繰越計算書について
／平成２０年度那珂市下水道事業特別会計繰越明許費繰越計
算書について／平成２０年度那珂市上菅谷駅前地区土地区画
整理事業特別会計繰越明許費繰越計算書について／平成２０
年度那珂市水道事業会計予算繰越計算書について／平成２０
年度那珂市一般会計継続費繰越計算書について
◎条例の一部改正

那珂市医療福祉費支給に関する条例の一部を改正する条例
／那珂市コミュニティセンター設置及び管理に関する条例
の一部を改正する条例
◎平成２１年度補正予算

平成２１年度那珂市一般会計補正予算（第１号）／平成２１年度
那珂市一般会計補正予算（第２号）
◎その他

物品売買契約の締結について（高規格救急自動車購入／工
事請負契約の締結について（瓜連中学校屋内運動場改築工
事）／市道路線の廃止について／工事請負契約の締結につ
いて（鴻巣地区処理施設土木工事）

■那珂市立コミュニティセンター設置及び管理に

関する条例の一部を改正する条例

　（仮称）一中学区コミュニティセンターを「ふ
れあいセンターごだい」としてコミュニティセン
ターに位置づけ管理・運営するため、条例の一部
を改正するものです。
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食
を
め
ぐ
る
環
境
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
変
化
の
な
か
で
、
健
全
な
食
生
活
を
実

践
す
る
た
め
に
、
家
庭
と
保
育
所
・
幼
稚

園
・
学
校
が
連
携
し
て
、
食
を
楽
し
む
機

会
や
食
に
関
す
る
様
々
な
体
験
活
動
を
と

お
し
、
一
人
ひ
と
り
が
食
に
関
す
る
正
し

い
知
識
や
、
望
ま
し
い
食
習
慣
を
身
に
付

け
る
よ
う
、
積
極
的
に
食
育
を
進
め
る
取

り
組
み
を
行
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
健
全
育
成
に
重
要
な
役
割
を

果
た
す
こ
の
時
期
、
食
生
活
の
乱
れ
は
発

達
段
階
に
お
い
て
様
々
な
影
響
を
及
ぼ
し

ま
す
。
栄
養
教
諭
や
栄
養
士
に
よ
る
指

導
・
助
言
や
米
飯
給
食
の
普
及
、
地
場
食

材
を
活
用
し
た
給
食
の
充
実
な
ど
の
ほ

か
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
切
れ
目
の
な
い

食
育
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

①
学
校
給
食
の
充
実

　

地
元
の
旬
の
食
材
を
使
っ
た
季
節
料
理

や
、
郷
土
料
理
を
は
じ
め
と
し
た
行
事
食

な
ど
の
献
立
を
取
り
入
れ
、
小
中
学
校
に

お
け
る
給
食
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
地
場

食
材
に
関
す
る
情
報
を
保
護
者
な
ど
に
提

供
す
る
と
と
も
に
、
生
産
者
と
ふ
れ
あ
う

取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

②
学
校
・
保
育
所
な
ど
で
の
食
育
推
進

　

食
事
の
あ
い
さ
つ
や
姿
勢
・
箸
の
持
ち

方
な
ど
を
指
導
す
る
と
と
も
に
、
給
食
な

ど
を
活
か
し
食
の
大
切
さ
や
楽
し
み
な
ど

の
学
び
を
深
め
ま
す
。
学
校
・
家
庭
・
地

域
な
ど
が
連
携
し
た
取
り
組
み
を
展
開
し

て
い
き
ま
す
。

③
指
導
体
制
の
充
実

　

食
生
活
の
状
況
や
実
態
に
基
づ
き
、
保

育
所
・
幼
稚
園
に
お
け
る
食
育
（
指
導
）

計
画
と
、
児
童
生
徒
の
食
に
関
す
る
年
間

指
導
計
画
を
策
定
し
、
発
達
段
階
に
応
じ

た
継
続
的
な
食
に
関
す
る
指
導
を
行
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
就
学
前
か
ら
食
生
活
の
状

況
や
実
態
を
把
握
し
、
計
画
に
反
映
で
き

る
体
制
を
作
り
ま
す
。

④
子
ど
も
と
保
護
者
な
ど
へ
の
指
導
充
実

　

学
校
や
保
育
所
な
ど
に
お
い
て
、
米
づ

く
り
や
野
菜
栽
培
な
ど
の
生
産
・
収
穫
に

関
す
る
体
験
の
機
会
を
増
や
し
ま
す
。
地

域
や
関
係
団
体
と
連
携
を
は
か
り
、
収
穫

体
験
が
で
き
る
機
会
が
持
て
る
よ
う
推
進

し
ま
す
。
保
護
者
な
ど
へ
の
積
極
的
な
情

報
発
信
に
よ
り
、
食
に
対
す
る
関
心
と
理

解
を
深
め
、
家
庭
で
食
育
を
実
践
で
き
る

よ
う
意
識
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
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学
校
・
保
育
所
な
ど
に
お
け
る

食
育
の
推
進
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食
育
を
支
え
る
柱　
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【那珂市食育推進計画 ４ 】
　

学
校
や
保
育
所
な
ど
の
時
期
は
、
家
庭
と
と
も
に
基
本
的
な
食
生
活
を

身
に
つ
け
る
重
要
な
時
期
で
す
。
楽
し
く
食
べ
る
体
験
な
ど
で
、
食
へ
の

関
心
を
育
み
「
食
」
の
基
本
を
指
導
す
る
役
割
が
あ
り
ま
す
。
保
護
者
な

ど
が
、
食
に
関
す
る
正
し
い
知
識
、
望
ま
し
い
習
慣
を
身
に
付
け
る
こ
と

は
、
重
要
で
あ
り
ま
す
が
、
家
庭
が
地
域
や
学
校
な
ど
と
連
携
し
て
取
り

組
む
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。



広報なか７月号５

��������	
���
　私たち市民をはじめとする食育の関係者が、食育を応援するためのキーワードを基に、私たち
ができることをまとめ、那珂市の基本目標を達成するための問題解明や、内容を理解するうえで
の重要な手がかりをまとめました。

��������	
������

〇家庭・市民

　栽培や収穫の機会会をつくります
　食への関心と理解解を深めます
　家族そろって食事事をする時間をつくります時間をつくります
　生産者との交流をを深めますます

〇保育所・幼稚稚園

　食事の大切ささを伝を伝えます
　保護者に向けけた情報を発信しますけた情報を発信しま
　栽培や収穫のの機会をつくりますつくります
　年間指導計画画をつくりますります
　生産者との交交流を深めますす
　発育段階に応応じた指導をしますす

者〇保健医療関係者健医療関

要性を伝えます　健康と食の重要健康と食の

〇農林漁業関業関係者

をつくります　栽培や収穫の体験ができる機会　栽培や収穫の体験が
との交流を深めます　学校などとの交

します　食への理解を深める情報を発信　食への理解

〇学校

せます　給食を充実させ
を伝えます　食事の大切さを
た情報を発信します　保護者に向けた　保護
機会をつくります培や収穫の機　栽培や
をつくります　年間指導計画を　年間指導
流を深めます　生産者との交流　生産者との
じた指導をします　発育段階に応じ発育段階に

〇茨城県保健福祉部保健予防課　�３０１－３２２９
〇総合保健福祉センター「ひだまり」　市健康推進課　�２７０－８０７１

食育に関する問い合わせ

　保育所や幼稚園は、家庭とともに基本的な食習慣を身につける重要な場所です。楽し
く食べる体験など、食への関心を育み「食」の基本を指導する役割があります。学校で
は、学校教育活動の一環として、望ましい食習慣を身につけ実践できる力を育成する役
割があります。発育段階に応じた食に関する計画を基に、家庭や地域との連携した取り
組みに務めます。「家庭・市民」「学校」「保育所・幼稚園」「農林漁業関係者」「保健医療
関係者」が連携した取り組みが重要です。

　国の食育基本計画で食育推進運動を継続的に展開し、食育の一層の定着を図るため、毎月１９日
と定めました。６月の食育月間と併せて、食育推進への行動を進めます。

��������

食育応援キーワード

健康づくり　・・・生活習慣の改善と健康増進のための健康づくり
　人　づくり　・・・子どもの健全な成長のための人づくり　
　食　づくり　・・・環境と調和のとれた地域農業のための食づくり
安心づくり　・・・多様な情報を伝える安心づくり
暮らしづくり・・・食文化継承のための暮らしづくり
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問
い
合
わ
せ　

市
民
活
動
課
自
治
推
進
係

�
２
９
８
・
１
１
１
１

内
線
４
８
４

地
域
の

地
域
の
�
�
�
�

�
�
�
�

■
区
長
・
副
区
長
さ
ん
は
、
地
域
の
ま
と
め
役　

　

区
長
さ
ん
お
よ
び
副
区
長
さ
ん
は
、
市
民
の
皆
様
が
住

む
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
の
ま
と
め
役
や
、
行
政
の

間
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
か
た

で
す
。
市
内
に
は　

の
行
政
区
が
あ
り
、　

人
の
区
長
さ

７１

７１

ん
と　

人
の
副
区
長
さ
ん
（
鷺
内
区
お
よ
び
東
組
区
は
２

７３

人
）
が
い
ま
す
。

■
区
長
さ
ん
の
業
務

　

区
長
さ
ん
の
主
な
仕
事
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
市
の
行
う
各
種
業
務
の
一
部
の
援
助
お
よ
び
協
力

○
市
か
ら
住
民
へ
伝
達
す
る
事
項
の
周
知
徹
底
の
協
力
お

よ
び
援
助

○
地
区
住
民
の
要
望
、
意
見
等
を
聴
取
し
て
市
へ
の
伝
達

○
地
区
全
体
の
問
題
に
つ
い
て
、
市
と
の
連
絡
調
整

◎：地区会長　〇：地区副会長および理事

五台地区

副区長区　　長区　名
車田　　務峯島　　壽監事◎野 仲
増子　孝之寺門　　�上 宿
三田寺正義廣瀬　眞澄中 宿
鴨志田　弘井上　　清田 向
�橋　昌三鈴木　重夫後 台 ３
後藤　和夫中山　祥二中 台 １
菊池　義敬鈴木　孝雄〇中 台 ２
石川　孝次根本　良久中台津田
井上　義男海老澤季雄東 木 倉
滝澤　三郎�橋　正夫西 木 倉
宮田　経詔山田　　進〇豊 喰

戸多地区

副区長区　　長区　名
小貫　暎夫小貫　忠雄会長◎下 江 戸
大曾根一夫秋山不二夫大 内
堀江　一一小堆　幹治〇田 崎
小田部陽一郎美山　哲男立 石
檜山　忠雄檜山　英治宿
助川　良一大武　文雄〇若 宮
大場　昶昭水野　一男中 谷 原

芳野地区

副区長区　　長区　名
木名瀬正造寺門　光男第　１
鈴木　重成小泉　　正第　２
古橋司農夫�野　四郎◎第　３
龍�　　清高畑　松雄第　４
野坂　　登綿引　嘉道〇第　５
仲田　　稔仲田　正義〇第　６

木崎地区

副区長区　　長区　名
海野　一郎小林　勝美第　３
綿引　弘之市毛　　勇監事◎第　４
海野　藤男和地　　努第　５
田口　良一中井川喜作第　６
�澤　光一�澤　　宏第　７
鈴木　秀義根本　昭榮〇第　８
飯村　正一桐原　陽一第　９
袴塚　　勇寺門利久男〇第　１０

瓜連地区

副区長区　　長区　名
小沼　　浩金子　　巖〇静
檜山　　進寺門　征也下 大 賀
渡辺　久雄和田　善一瓜 連 上
助川　　勇萩野谷俊一瓜 連 中
安　　二郎秋野　一郎瓜 連 下
寺門　一行佐藤　　衛古 徳
小沼　永治小圷　宏治〇中 里
�畠　重造山�　行雄鹿 島
山口　善行松川　明男平 野 １
佐藤　博行谷島　貞男副会長◎平 野 ２
峯村　和男小野瀬一則平 野 ３

神崎地区

副区長区　　長区　名
武藤　　等稲川　良一〇本 米 崎
大森　幸雄小澤　一夫向 山
生田目拶雄中庭　　純横 堀
飛田　勝市小薗井　昇副会長◎堤
木野内忠雄大森　健一〇杉

額田地区

副区長区　　長区　名
樫村　紀男椎名　敏昭第　１
小林　保久原　　公史〇第　２
関　　　毅小澤　　富〇第　３
箕川　敏男白�　喜弘◎第　４
中嶋　紀夫安　　正敏第　５
宮崎　勝文中嶋　直幸第　６

菅谷地区

副区長区　　長区　名
加藤　　進

加藤　　護鷺 内
安藤　武喜
宮田　正紀

赤津　忠昭東 組
土屋久二男
平野　健一木戸田　保寄 居
赤津　健次軍司　光一仲 之 内
堀江　信一大和田　清◎堀 之 内
樫村　富雄宮田　久行下 宿 下
栗田　常雄横須賀　昭下 宿 上
�村　忠夫柏村　　武中 宿
柏村　國勝軍司　義康上 宿 １
住谷　貞次川野　勝行上 宿 ２
宇佐美健一杉山　義夫〇上 宿 ３
小橋　　順�沢　三男一 の 関
寺門　勝一�橋　　脩〇原 福 田
笹島　剛宏吉原　良一仲 福 田
後藤　　衛後藤　利雄下 福 田
樋口喜一郎圷　　　幸かしま台
飛田　　捷平原　俊次ときわ台



広報なか７月号７

　精神または身体に障害のある２０歳未満の児童を家庭
において監護している父、もしくは母、または父母に
代わってその児童を養育しているかたが受給できる手
当です。手当には、障害の程度により１級、２級があ
ります。該当となる障害の程度は右表のとおりです。
ただし、次の場合は受給資格に該当しません。
・児童および父、母または養育者が日本国内に住ん
でいないとき
・児童が障害による公的年金を受給することができ
るとき
・児童が児童福祉施設（ただし、保育所・通園施設・
肢体不自由児への短期母子入所を除く）に入所し

� ���

ているとき
　なお、特別児童扶養手当は児童扶養手当、児童手当、
障害児福祉手当との併給が可能です。

■特別児童扶養手当とは

　この手当を受けるためには、申請が必要です。
　申請は、市役所１階の福祉課で受け付けています。
手当は申請のあった翌月分から該当となります。申請
時に必要な書類は次のとおりです。
・認定請求書
・請求者と対象児童の戸籍謄本（抄本）
・請求者と対象児童が含まれる世帯全員の住民票
・診断書（障害によって所定の様式があります）
・振込先口座申出書（請求者名義の口座）
　認定請求書、診断書、振込先口座申出書などの所定
の様式は市福祉課にありますので、お問い合わせくだ
さい。また、平成２１年１月１日現在で那珂市にお住ま
いでなかった場合は、平成２１年度の課税証明書が必要
となります。

■申請について

◇手当額および支払月
支払月

（支給対象月）
手当月額

（児童１人につき）

４月（１２～３月分）

８月（４～７月分）

１１月（８～１１月分）

５０，７５０円１級

３３，８００円２級

　請求者や配偶者および扶養義務者の所得が所定の限
度額を超えている場合は、手当を受給することができ
ません。

■所得による支給制限

　なお、診断書は次の場合において省略することがで
きます。（手帳の写しを添付）
○療育手帳の判定が�・Ａの場合
○身体障害者手帳（内部障害を除く）の等級（複数障
害がある場合は障害ごとの等級）が１からおおむね
３級の場合

　手当を受給しているかたは（支給停止のかたも含
む）、毎年８月１１日から９月１０日までの間に所得状況

� �������

届を提出することになっています。これによって、８
� ��

月分以降１年間の手当支給の可否が決定されますの
で、市福祉課から通知がありましたらご提出くださ
い。

現在、受給しているかたは
　所得状況届の提出が必要です

◇手当の該当となる障害の程度

・身体障害者手帳の判定がおおむ
ね１・２級（内部的疾患を含
む）程度に該当するかた

・療育手帳の判定が�・Ａ程度の
知的障害である場合または同程
度の精神障害がある場合

１級

・身体障害者手帳の判定がおおむ
ね３級（内部的疾患を含む）程
度に該当するかた

・療育手帳の判定がＢ程度の知的
障害である場合または同程度の
精神障害がある場合

２級

※障害の程度はおおむね上記のとおりで
すが、身体障害者手帳または療育手帳
をお持ちでないかたも、上記と同程度
（国民年金の障害等級における１・２
級と同じ）と診断されれば、該当とな
ります。
※障害が重複する場合は、それぞれの障
害程度を総合的に確認し、手当の等級
が認定されます。身体の機能障害、病
状または精神障害でそれぞれ単独の診
断書で受理しても等級の認定に影響が
ない場合には、単独の障害での申請と
なります。

�������� 問い合わせ 福祉課障害者支援係
�２９８－１１１１　内線１２６・１２７
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私
た
ち
小
学
生
は
、
社
会
の
一
員
と
し
て
よ
り
よ
い

未
来
を
つ
く
る
た
め
、
豊
か
な
大
地
と
緑
を
大
切
に
し
、

社
会
の
ル
ー
ル
を
守
り
、
那
珂
市
の
花
「
ひ
ま
わ
り
」

の
よ
う
に
、
明
る
く
元
気
に
育
つ
こ
と
を
め
ざ
し
、
宣

言
し
ま
す
。

（
平
成
二
十
一
年
五
月
十
八
日
制
定
）

那
珂
市
各
小
学
校
代
表
児
童
　
　
　
　

「
な
か
っ
こ
宣
言
策
定
委
員
会
」

�

�

�

�

�

�

　

核
家
族
化
、
少
子
化
、
情
報
の
多
様
化

等
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
昨
今
の
社
会
環
境

は
、
児
童
の
健
全
な
心
の
育
成
に
対
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
人
間
形
成
の
基

礎
を
築
く
小
学
校
教
育
に
お
い
て
、
児
童

の
行
動
の
指
針
に
な
る
も
の
を
、
児
童
自

ら
の
発
想
で
作
成
し
、
よ
り
質
の
高
い
教

育
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
に
「
な
か
っ

こ
宣
言
」
は
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
な
か
っ
こ
宣
言
」
の
策
定
の
基
本
は
、

「
小
学
生
自
ら
の
発
想
で
作
成
す
る
こ

と
」。
こ
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
昨
年　
１２

月
、
市
内
小
学
校
ご
と
に
原
案
が
策
定
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
原
案
を
も
と
に
１
月
、

市
内
５
ブ
ロ
ッ
ク
の
小
学
校
か
ら
代
表
児

童
が
集
ま
り
、
第
１
次
策
定
委
員
会
内
で

第
１
次
案
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
２
月
に
は
、
市
内
各
小
学
校
の

代
表
児
童
が
一
同
に
会
し
、
第
２
次
策
定

委
員
会
を
発
足
し
、
全
体
の
案
を
ま
と
め

上
げ
ま
し
た
。
そ
の
案
に
市
内
校
長
会
、

教
育
委
員
会
お
よ
び
関
係
団
体
代
表
者
か

ら
助
言
を
い
た
だ
き
策
定
さ
れ
た
「
な

か
っ
こ
宣
言
」。
子
ど
も
た
ち
の
熱
心
な

話
し
合
い
が
「
な
か
っ
こ
宣
言
」
と
し
て

実
を
結
び
、
今
、
各
学
校
で
花
開
い
て
い

ま
す
。

　

市
内
各
小
学
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が

毎
日
の
朝
の
会
や
児
童
朝
会
、
全
校
集
会

等
で
「
な
か
っ
こ
宣
言
」
を
唱
和
し
、
ふ

る
さ
と
那
珂
市
を
大
切
に
想
い
、
心
身
と

も
に
健
や
か
な
成
長
を
目
指
す
気
持
ち
を

培
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
な
か
っ
こ
宣
言
」
が
学
校
の
み

な
ら
ず
、
家
庭
や
地
域
で
活
用
さ
れ
、
那

珂
市
の
青
少
年
の
健
全
育
成
に
寄
与
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

児童朝会で「なかっこ宣言」を唱和する菅谷西小の皆さん
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問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
課
（
瓜
連
支
所
）
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・
１
１
１
１　

内
線
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広報なか７月号９

小
・
中
学
生
の
皆
さ
ん
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

　

小
中
学
生
の
皆
さ
ん
、
勉
強
や
友
達
な
ど

学
校
生
活
の
こ
と
や
家
庭
生
活
に
つ
い
て
悩

み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
保
護
者
の
皆

さ
ん
、
子
育
て
や
し
つ
け
に
つ
い
て
相
談
し

た
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

那
珂
市
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
悩
み
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
の
相
談
や

教
育
に
関
す
る
保
護
者
な
ど
の
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。

　
「
だ
れ
か
に
相
談
に
の
っ
て
も
ら
い
た
い

な
…
」
と
思
っ
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。〇友達について

〇いじめについて
〇学校に行けない
〇勉強について
〇家での生活について
〇進路について
〇子育て・しつけについて
〇その他

� �� � 教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

（
那
珂
市
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
）

�
２
９
５
・
５
９
２
１

�
２
９
５
・
５
９
１
３

�
�
�
�

�
�
�
�

　

教
育
や
し
つ
け
に
つ
い
て
の
経
験
豊
か
な
相
談
員
が
、

電
話
や
面
接
に
よ
る
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

相
談
さ
れ
る
か
た
の
立
場
に
立
っ
て
、
よ
く
お
話
を
お

聞
き
し
、
支
援
や
助
言
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

　

安
心
し
て
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
相
談
内
容
に

つ
い
て
は
、
秘
密
を
守
り
ま
す
。

■
相
談
日
時

　

月
曜
日
〜
土
曜
日
（
祝
日
は
休
み
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

分
３０

■
相
談
場
所

　

那
珂
市
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
那
珂
市
商
工
会
館
２
階
）

■
ス
タ
ッ
フ

　

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
教
育
相
談
員

■
相
談
方
法

　

電
話
相
談
（
随
時
）

　

来
所
相
談
（
予
約
制
）

■
相
談
対
象

幼
児
、
小
・
中
学
生
お
よ
び
そ
の

家
族
、
教
職
員
、
そ
の
他

〇
保
護
者
の
か
た
と
の
相
談
の
ほ
か
に
、
お
子
さ
ん
の

個
別
相
談
や
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
幼
児
〜
中

学
生
、
そ
の
他
）

〇
小
中
学
生
の
場
合
、
個
別
相
談
以
外
に
「
ひ
ま
わ
り

教
室
」
と
い
う
場
所
で
生
活
す
る
シ
ス
テ
ム
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

火
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
祝
日
は
休
み
）

　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
３
時

３０

�
�
�

�

�
�
�
�
�

案  内

那珂市教育支援センター

那珂市菅谷４４０４－７　那珂市商工会館２階

案内図 

上菅谷駅 

市立図書館 

国道３４９号バイパス 国道３４９号バイパス 

旧道 旧道 至水戸 至水戸 至常陸太田 至常陸太田 

総合保健福祉センター 
ひだまり 

宮の池 宮の池 

中菅谷駅 

こちらです 
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外務省旅券キャラクター　パスポくん

　

５
月　

日
か
ら　

日
の
５
日

２１

２５

間
、
オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
女
性
の
翼
の

訪
問
団　

人
が
、
交
流
と
文
化
の

１５

違
い
を
学
び
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
訪
問
は
、
那
珂
市
と
姉

妹
都
市
を
締
結
し
た
当
時
の
市
長

カ
サ
リ
ー
ン
・
キ
ャ
シ
ー
・
ム
ー

ア
さ
ん
を
団
長
に
、
国
際
親
善
姉

妹
都
市
オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
交
流
事
業

に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
、
ウ
プ
ル
リ
茂
子

さ
ん
の
協
力
の
も
と
、
那
珂
市
国
際
交
流

協
会
を
通
じ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訪
問
団
一
行
は
、
那
珂
市
女
性
の
翼
連

絡
協
議
会
（
会
長
・
小
森
友
子
）
が
企
画

し
た
歓
迎
会
や
フ
ェ
ア
ウ
ェ
ル
パ
ー

テ
ィ
ー
、
七
宝
ま
り
づ
く
り
、
茶
道
な
ど

の
体
験
の
ほ
か
、
着
付
け
に
も
挑
戦
し
、

日
本
文
化
や
家
庭
料
理
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
か
（
会

長
・
鴨
志
田
和
枝
）
と
の
交
流
会
で
は
、

互
い
の
活
動
内
容
の
発
表
や
手
作
り
料
理

で
の
お
も
て
な
し
を
と
お
し
て
友
好
を
深

め
ま
し
た
。

　

滞
在
期
間
中
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
市
内
見
学
な
ど
を
し
な
が
ら
過
ご
す
と

と
も
に
、
交
流
を
重
ね
て
き
た
友
人
と
の

再
会
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。

カサリーン・キャシー・
　　ムーア元市長と小宅市長

日本文化体験の様子女性ネットワークなか交流会
の様子
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６
月
１
日
か
ら
、
市
内
に
住
民
登
録
の
あ

る
か
た
の
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
や
受
け
取
り

が
市
民
課
で
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
市
内
に
本
籍
が
あ
る
か
た

は
戸
籍
謄
（
抄
）
本
の
取
得
と
パ
ス
ポ
ー
ト

の
申
請
が
同
課
で
済
む
ほ
か
、
受
け
取
り
時

に
必
要
な
収
入
印
紙
、
茨
城
県
収
入
証
紙
も

同
課
で
購
入
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
県
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、
海
外
で

親
族
が
災
害
に
遭
わ
れ
た
な
ど
で
、
緊
急

に
パ
ス
ポ
ー
ト
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
を

除
き
、
手
続
き
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
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広報なか７月号１１

　

こ
の
委
員
会
は
、
学
識
経
験
者
１
人
、
区

長
会
代
表
３
人
、
分
館
代
表
２
人
、
各
種
団

体
代
表
６
人
、
市
民
か
ら
の
公
募
委
員
３
人
、

市
職
員
３
人
の
計　

人
で
構
成
さ
れ
て
お
り

１８

ま
す
。

　

井
上
繁
常
磐
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
学

部
学
部
長
を
委
員
長
と
し
て
、
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
市
の
取
り
組
み

方
針
や
、
市
民
と
行
政
の
役
割
分
担
の
あ
り

方
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
お
り
ま

す
。

　
「
協
働
」
と
い
う
言
葉
は
、
全
国
で
も
多
く

の
市
町
村
で
推
進
し
て
い
る
た
め
、
最
近
よ

く
聞
く
言
葉
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

市
が
協
働
を
進
め
る
背
景
と
し
て
は
、
少

子
高
齢
化
や
人
口
の
減
少
な
ど
社
会
構
造
の

変
化
や
、
地
域
に
お
け
る
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
の
希
薄
化
な
ど
地
域
社
会
の
変
化
、
さ

ら
に
、
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

や
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
課
題
解
決
が
困

難
に
な
っ
て
き
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
反
面
、
自
主
防
犯
・
自
主
防
災
組
織
な

ど
地
域
の
課
題
解
決
の
た
め
に
市
民
自
ら
が

行
動
し
て
い
る
な
ど
市
民
意
識
も
変
化
し
て

お
り
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
市
に
お
い
て

も
第
１
次
那
珂
市
総
合
計
画
の
基
本
理
念
の

ひ
と
つ
に
「
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
」
を
掲
げ
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
を
担
う
主
体
は
、
市
、
市
民
、

地
域
、
市
民
活
動
団
体
、
事
業
者
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
で
抱
え
て
い
る
課
題
と
い
う

の
は
、
市
内
全
域
的
な
課
題
も
あ
り
ま
す

が
、
住
民
の
数
や
年
齢
構
成
に
も
違
い
が
あ

る
こ
と
や
、
不
法
投
棄
の
多
い
地
区
も
あ
る

な
ど
、
そ
の
地
域
な
ら
で
は
の
課
題
や
特
性

が
あ
り
、
統
一
的
な
解
決
方
法
で
は
対
応
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

地
域
の
課
題
を
地
域
の
住
民
が
自
ら
考
え

自
ら
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
組
織
づ
く
り

が
必
要
で
あ
り
、
そ
し
て
、
そ
の
組
織
が
十

分
に
機
能
で
き
る
よ
う
、
市
も
支
援
体
制
を

整
備
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

検
討
委
員
会
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

主
体
が
果
た
す
べ
き
役
割
と
責
任
を
自
覚

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
や
特
性
を
認
め
た
う

え
で
、
相
互
の
信
頼
関
係
に
基
づ
き
、
地
域

の
課
題
解
決
に
対
等
の
立
場
で
連
携
協
力
し

て
取
り
組
む
こ
と
の
で
き
る
体
制
づ
く
り
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

歌
や
合
唱
等
を
と
お
し
て
、
皆
様
が

楽
し
み
、
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に

と
、
音
楽
好
き
な
集
ま
り
に
よ
り
、
音

楽
サ
ー
ク
ル
ド
ル
チ
ェ
は
、
平
成　

年
１６

５
月
に
誕
生
し
ま
し
た
。
構
成
人
員
は

５
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

サ
ー
ク
ル
名
の
ド
ル
チ
ェ
は
、
や
さ

し
い
と
い
う
意
味
で
す
。

　
「
ひ
だ
ま
り
」
に
お
い
て
、
知
的
障
が

い
者
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
と
し
て
、

毎
月
、
第
４
金
曜
日
、
音
楽
講
師
金
澤

由
美
子
先
生
の
ご
指
導
の
も
と
、
音
楽

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
出
前
講
座
に
も
登
録
し
て
、
市

内
施
設
で
活
動
も
し
て
い
ま
す
。
活
動

す
る
際
に
は
、
そ
の
曲
の
イ
メ
ー
ジ
に

合
わ
せ
、
楽
器
や
衣
装
、
ま
た
、
歌
に

関
わ
る
道
具
な
ど
を
使
い
、
皆
様
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
工
夫
を
凝
ら

し
て
い
ま
す
。「
演
奏
が
終
わ
っ
た
頃

に
は
、
生
き
生
き
と
し
た
皆
さ
ん
の
表

情
を
み
る
の
が
と
て
も
う
れ
し
い
で

す
。」「
皆
さ
ん
が
、
歌
詞
カ
ー
ド
を
見

な
が
ら
楽
し
そ
う
に
歌
う
様
子
や
、
ま

た
今
度
来
て
く
だ
さ
い
ね
。
と
い
う
声

を
聞
く
こ
と
は
私
た
ち
の
大
き
な
喜
び

で
す
。」と
福
田
里
子
代
表
は
話
し
ま
す
。

　
「
音
楽
サ
ー
ク
ル
ド
ル
チ
ェ
に
声
を

か
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。
共
に
、
楽
し

い
時
間
を
す
ご
し
ま
し
ょ
う
！
」、
と

要
望
に
応
じ
た
活
動
を
行
う
た
め
に
、

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

音
楽
で
心
と
心
が
通
い
合
い
、
み
ん

な
の
歌
が
こ
だ
ま
す
る
。
そ
ん
な
、
素

敵
な
時
間
を
運
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
。
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問い合わせ　市民活動課自治推進係　�２９８－１１１１　内線４８４

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
��

	
�


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
那
珂
市
が
推
進
し

て
お
り
ま
す
「
市
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
」
に
つ
い
て
、
現
在
検
討
し
て
い
る

内
容
を
、
市
民
の
み
な
さ
ま
に
ご
紹
介
し

て
い
き
ま
す
。

�
�
�
�
�
�

�

�

先生の歌唱指導に耳を傾けて、ピアノに合わせ大きな声で歌います。
また、楽しくリトミックをしています。♪



１２

　

６
月　

日
、
県
常
陸
大
宮
土
木

１６

事
務
所
、
ロ
ク
イ
チ
会
（
横
山
吉

昭
会
長
）、
那
珂
市
と
の
間
で
、

「
道
路
里
親
」協
定
書
調
印
式
及
び

認
定
証
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
に
よ
り
ロ
ク
イ
チ
会

の
皆
さ
ん（
会
員　

人
）は
、
県
道

３５

日
立
笠
間
線
（
静
峰
ふ
る
さ
と
公

園
入
り
口
か
ら
国
道
１
１
８
号
ま

で
）
の
約　

�
の
道
路
里
親
と
な

２．２

り
、
道
路
の
除
草
・
ゴ
ミ
拾
い
等

の
環
境
美
化
活
動
を
県
に
代
わ
っ

て
行
い
、
地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
道

づ
く
り
を
進
め
て
い
か
れ
ま
す
。
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那
珂
市
子
ど
も
会
育
成
連
合
会

と
青
少
年
育
成
那
珂
市
民
会
議
主

催
の
第
５
回
親
子
の
集
い
が
５
月

　

日
、　

日
の
２
日
間
、
県
立
西

２３

２４

山
研
修
所
（
常
陸
太
田
市
）
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
作
り
や
新
緑
西
山

ハ
イ
ク
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー

な
ど
に
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組

み
、
友
情
を
深
め
合
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
今
後

各
地
区
で
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
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出
水
期
を
控
え
た
こ
の
時
期
に

水
防
体
制
を
万
全
に
し
よ
う
と
５

月　

日
、
辰
ノ
口
お
お
み
や
消
防

３１
広
場
（
常
陸
大
宮
市
）
で
那
珂
市
、

常
陸
太
田
市
、
常
陸
大
宮
市
、
日

立
市
、
東
海
村
が
久
慈
川
水
系
連

合
水
防
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
日
、「
土
の
う
ご
し
ら
え
」、

「
竹
と
げ
」、「
む
し
ろ
張
り
」
工
法

に
取
り
組
ん
だ
那
珂
市
水
防
団

は
、
台
風
に
よ
る
水
害
を
想
定
し

た
こ
れ
ら
の
訓
練
を
と
お
し
て
、

体
制
強
化
を
図
る
と
と
も
に
防
災

へ
の
意
識
を
強
め
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
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第　

回
粟
原
つ
り
大
会
が
５
月

４６

　

日
、
粟
原
つ
り
場
（
那
珂
市
・

３１常
陸
太
田
市
）
で
開
催
さ
れ
、
１

１
７
人
（
那
珂
市
か
ら　

人
）
の

３９

参
加
者
が
釣
果
を
競
い
ま
し
た
。

一
般
の
部
で
は　

�
を
超
え
る
ふ

３４

な
や
５
�
の
雑
魚
が
釣
れ
た
ほ

か
、
子
ど
も
た
ち
も
大
人
に
負
け

な
い
頑
張
り
を
み
せ
、
大
会
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。
釣
り
が
初
め
て

の
子
ど
も
た
ち
も
、
自
然
の
中
で

楽
し
め
る
釣
り
の
面
白
さ
に
「
ま

た
や
っ
て
み
た
い
」
と
声
を
上
げ

て
い
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�
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戸
崎
子
供
を
守
ろ
う
会
（
仲
田

公
子
会
長
）
が
６
月　

日
、
地
区

１０

内
４
ル
ー
ト
の
通
学
路
の
う
ち
約

４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
草

払
い
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
作
業
は
、
毎
日
の
パ
ト

ロ
ー
ル
活
動
に
加
え
て
年
２
回
企

画
し
て
い
る
も
の
で
、
こ
の
日
は

　

人
の
メ
ン
バ
ー
が
熱
心
に
活
動

３２し
ま
し
た
。「
子
ど
も
た
ち
の
安

全
安
心
は
自
分
た
ち
の
手
で
」
と

の
思
い
か
ら
始
ま
っ
た
同
会
の
活

動
は
、
今
年
で
４
年
目
に
入
っ
て

い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
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本
年
発
足
し
た
門
部
台
自
主
防

災
組
織
が
６
月　

日
、
門
部
第
５

２０

区
農
村
集
落
セ
ン
タ
ー
で
災
害
時

に
活
用
す
る
防
災
資
機
材
の
点
検

と
そ
の
展
示
会
を
併
せ
て
行
い
ま

し
た
。

　

電
池
不
要
の
手
巻
き
式
懐
中
電

灯
や
、
三
角
消
火
バ
ケ
ツ
な
ど
を

実
際
に
手
に
と
っ
て
使
用
方
法
を

確
認
し
あ
っ
た
皆
さ
ん
。
台
風
や

風
水
害
な
ど
の
災
害
が
発
生
し
た

際
に
も
慌
て
ず
に
初
期
対
応
が
で

き
る
よ
う
、
防
災
意
識
を
新
た
に

し
て
い
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
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日
頃
か
ら
地
域
と
交
流
を
深
め

て
い
る
額
田
小
学
校
の
子
ど
も
た

ち
は
６
月
２
日
、
那
珂
ハ
ー
モ
ニ

カ
の
皆
さ
ん
を
お
招
き
し
て
、
い

き
い
き
サ
ロ
ン
の
皆
さ
ん
と
音
楽

鑑
賞
を
す
る
交
流
会
が
、
額
田
小

学
校
体
育
館
で
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
名
曲
が
奏
で
ら
れ

る
と
、
子
ど
も
た
ち
は
高
齢
者
の

か
た
と
一
緒
に
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
音

色
に
耳
を
傾
け
、「
ふ
る
さ
と
」
や

「
茶
つ
み
」な
ど
の
曲
に
合
わ
せ
て

歌
っ
た
り
と
、
と
て
も
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
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６
月
７
日
、
杉
原
地
区
街
づ
く

り
協
議
会
の
皆
さ
ん
約　

人
が
、

４０

上
菅
谷
停
車
場
線
の
歩
道
に
花
を

植
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

　

ベ
コ
ニ
ア
や
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド

の
ほ
か
、
家
庭
か
ら
持
ち
寄
っ
た

色
と
り
ど
り
の
花
々
を
丁
寧
に
定

植
し
た
皆
さ
ん
は
、
こ
の
日
に
限

ら
ず
常
日
頃
か
ら
除
草
作
業
や
水

や
り
な
ど
、
手
間
を
惜
し
ま
ず
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
こ

の
熱
心
な
活
動
が
、
杉
原
地
域
に

潤
い
を
与
え
て
い
ま
す
。
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�
�
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土金木水火月日

１
８７６５４３２
１５１４１３１２１１１０９
２２２１２０１９１８１７１６
２９２８２７２６２５２４２３

３１３０ 休館日
August

　浅野和さんから市に「佐川はじ
めオリジナル　ふるさとを唄う　
VOL.３」１００枚が寄贈されました。
このCDは浅野孝子さん（豊喰）が
作詞し、佐川はじめさんが作曲し
た楽曲を収めたもので、「那珂の大
地に小さな花を」など郷土の自然
を、佐川さんの伸びやかな歌で表
現した作品となっています。寄贈
ありがとうございました。

��������	
��
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５月１５日～６月１２日（敬称略）

切手･テレカボランティアポピー
 ９，０００円
野木　利三郎 １０，０００円

おわびと訂正
※４月１５日～５月１４日分の善意銀
行金額の訂正をさせていただき
ます。

木村　純 ４，４００円
鈴木　ヨネ子 ７００円

※善意銀行の寄付は、那珂市社会
福祉協議会でお受けしていま
す。 �２９８－８８８１

�����

���������	
��

　水戸たばこ販売協同組合、JT水
戸が、「吸う人」「吸わない人」が
共存できる社会を目指し、分煙の
推進、喫煙環境の整備、そして、
未成年者の喫煙防止を要請しまし
た。

��������	
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� 人の動き �

那珂市の人口（６月１日現在）

※（　）内は前月比
　男　　　２７，７１１人 （＋５）
　女　　　２８，５１２人 （＋７）
　計　　　５６，２２３人 （＋１２）
世帯数　　２０，６０６世帯 （＋１８）

○出生　２４人
○死亡　３９人

（５月１日～３１日）

� 今月の納税  �

○固定資産税・都市計画税 ２期

○国民健康保険税（普通徴収）

 １期

○後期高齢者医療保険料（普通徴収）

 １期

納期限：７月３１日

■市税の納付は口座振替で

　市税の納付には、便利で確実
な口座振替制度がありますの
で、どうぞご利用ください。
　詳細については、下記までお
問い合わせください。
問い合わせ／市収納課収納係

�２９８－１１１１　内線１７２・１７３

� 国保ミニ情報  �

○那珂市国保の加入者数　１５，８３７人

　（平成２１年５月末現在・
 前月比１５人減少）
○那珂市国保が医療費の一部として

支払った金額　２億７，８６９万円

　（平成２１年５月・
 前月比６７６万円増加）
※皆さんの日頃の健康づくり、病気予
防の心がけが医療費の増加、ひいて
は国保税の増額を抑えることにつな
がります。ご協力をお願いします。
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●市役所の電話番号

　�２９８－１１１１（代表）

●ホームページ URL

　http://www.city.naka.lg.jp

●メールアドレス

　kikaku@city.naka.lg.jp

●おしらせ版

市では、「広報なか」のほかに、

「おしらせ版」（月３回（ただし、

５月、８月、１月は月２回））を発

行しています。このコーナーでは

その一部を掲載していますが、

「おしらせ版」も併せてご覧くだ

さい。

日時／８月１８日（火）　１３：００～１７：００
場所／市役所（本庁）　１階　市民相談

室
相談員／弁護士
申込方法／事前に次まで予約してくだ

さい。
申し込み・問い合わせ／

市秘書課市民相談室

�２９８－１１１１　内線１１７

日時／８月５日（水）、１２日（水）、
１９日（水）、２６日（水）
いずれも９：００～１５：００

場所・問い合わせ／

那珂市社会福祉協議会（市総合保健福

祉センター「ひだまり」内）

�２９８－８８８１

　８月１日から、マル福制度が改正さ
れます。
　妊産婦マル福制度は、従来から疾病
を限定せずすべての保険診療に対する
医療費について助成していましたが、
このたび、妊産婦特有の疾病に限定し
て助成することになります。これは、
妊婦検診の助成回数や助成金額が拡充
されたことで、妊産婦のかたがたの経
済的負担が軽減されることによるもの
です。
　また、学齢児童等マル福制度では、
小学生が入院した場合、その医療費に
ついて、一部助成していましたが、支
給対象範囲を中学生まで拡大すること
になりました。
【申請・手続き】
○妊産婦マル福制度
　従来の母子手帳に加え、妊産婦マル
福申請書（医療機関で疾病名・診療内
容・領収金額等を記入後、お持ちくだ

さい。）、印鑑、健康保険証および振込
口座の確認できるものが必要になりま
す。
○学齢児童等マル福制度
　印鑑、健康保険証、領収書および振
込口座の確認できるものが必要になり
ます。
※所得制限がありますので、申請は、
事前にこども課子育て支援係までお問
い合わせの上、申請してください。
問い合わせ／こども課子育て支援係

�２９８－１１１１　内線１３２

　市内の年中行事や講・祭礼、祭を収
録したDVDが完成しました。内容は、
古くから暮らしの中に伝わる正月から
年越しまでの年中行事編（約４０分）と
市内各地区で行われている民間信仰を
紹介する講・祭礼編（約４０分）、多く
の人々が集まる大助祭他を収録した祭
編（約３０分）でそれらが１枚のDVDに
収められています。老若男女を問わず
楽しめる作品となっておりますので、
地区の集会やご家庭などでぜひご覧く
ださい。
　DVDは下記の施設で貸し出します。
（販売はしておりません。）詳しくは、
歴史民俗資料館までお問い合わせくだ
さい。
○貸出を行っている施設
・那珂市立図書館　DVDコーナー
・中央公民館　窓口
・総合センターらぽーる　窓口
・ふれあいセンターよしの　窓口
・ふれあいセンターよこぼり　窓口
・ふれあいセンターごだい　窓口
　（９月１日開館予定）
・歴史民俗資料館　窓口
問い合わせ／　

歴史民俗資料館　�２９７－００８０

法律相談

２日　小宅内科医院 （菅谷）
 �２９８－００５０
９日　那珂記念クリニック　（中台）

�３５３－２８００
１６日　ののがき脳神経科外科クリニック（中台）

�３５２－０５５５
２３日　かぼちゃクリニック （横堀）

�３５２－１１０７
３０日　小野瀬医院 （後台）

�２９５－２２２１

■診療時間／９：００～１１：３０
※往診はしません。
※保険証は必ずお持ちください。
※診療時間外は、茨城県救急医療情
報コントロールセンター（県メ
ディカルセンター内）へお問い合
わせください。 �２４１－４１９９

心配ごと相談

��������

マル福制度が改正されます

那珂市民俗伝統行事
映像保存事業DVD完成
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■材料（４人分）
なす ……………………５００�（４、５個）
オリーブ油 ……………大さじ２　　　　
とろけるチーズ ………８０�　　　　　　
【ミートソース】
合い挽き肉 ……………１００�　　　　　　
玉ねぎ ……… １／２個（１００�）みじん切り
にんにく ………１片（１０�）みじん切り
トマト水煮缶（カット） ……１缶（４００�）　
固形スープの素 ……………１個　　　　
ローリエ ……………………１～２枚　　
塩、コショウ、砂糖 ………各少々　　　
ケチャップ …………………大さじ１　　
【ホワイトソース】
バター……３０�　　小麦粉……大さじ２
牛乳……２００�　　　塩こしょう……少々

■作り方
①鍋にオリーブ油大さじ１（分量外）を熱し
Ａを炒め、しんなりしたら挽き肉を加え炒
める。

②Ｂを加え時々混ぜながら煮込む。とろりと
したらＣで味を調える。

③なすは、へたを取って１�厚さの輪切りに
し、オリーブ油を敷いたフライパンに並
べ、両面に焼き色をつける。

④鍋にホワイトソースの材料を全部入れ火に
かける。泡立て器で混ぜながらとろみが出
てきたら塩・こしょうを加え火を止める。

⑤耐熱皿にミートソースの１／３量を敷き、な
すを並べ、ミートソース、なす、ミート
ソースの順に重ねる。④のホワイトソース
をかけ、チーズを乗せ２２０�のオーブンで
焼き色がつくまで７～８分焼く。

��������	


ヘルスメイトさんが作る健康料理�

　ごみ全体の中で、可燃ごみの割合はどのくらいかご存じです
か。約８２％を可燃ごみが占めています。さらに、可燃ごみの中
で、生ごみの占める割合は４０％程度と推測されていることか
ら、ごみ全体で見ると約３３％を生ごみが占めていることになり
ます。このことから、できるだけ生ご
みを減らすことが、ごみの減量のカギ
になっています。また、生ごみを減ら
せば、ごみステーション近くの住民や
管理するかたがたが頭を悩ませてい
る、カラスによる生ごみの入ったごみ
袋を散らかす行為も少なくなること
が期待できます。　

　本当に生ごみは「厄介者」なのでしょうか？いいえ、生ごみ
は堆肥化すれば花壇や家庭菜園の品質の良い堆肥として利用で
きるのです!!
　私たちは、生きていくための栄養をとるために、多種類の食
べ物を食べます。生ごみは大変養分に富み、植物が育つための
窒素、リン酸、カリ、カルシウムなど１６の元素が、バランス良
く、しかもたくさん含まれていますから、肥料成分は牛ふん以
上です。

　生ごみは含水率が約８割以上あるため、そのままでは水分が
過剰で、腐敗の方向に進んでしまい、腐敗臭を出すとハエなど
が飛んできて卵を生みつけ、ウジ虫などが発生します。そこで、
できるだけ含水率を低くすることが、堆肥化成功のコツです。
　そのためには、三角コーナーで十分に水切りをすることが基
本です。その後、新聞紙２枚で包み、ベランダ等で半日乾燥し、
あとは新聞紙のまま処理できます。また、みかんなどが入って
いるネットなどに詰めて、物干し竿などにぶら下げると含水率
を低下させることができます。慌ただしい日々のなか、生ごみ
の堆肥化は面倒かもしれませんが、あまり堅苦しく考えず遊び
ごころで始めてみてはいかがですか。

問い合わせ　環境課廃棄物対策係　�２９８－１１１１　内線２５３

�
�
�

Ａ
�
�

�
�

�

Ｂ

�
�
�

Ｃ

■脇役の野菜もときには主菜に。ミート
ソース・ホワイトソースは缶詰を使うと
手軽です。なすの代わりに、じゃがい
も、かぼちゃでもおいしいです。

那珂市食生活改善推進員
連絡協議会

菅谷（高齢食部会）

仲澤留美子さん
　市では、生ごみ処理容器購入に際して補助金を出してい
ます。購入料金の半額で最高限度３，０００円、１世帯２個ま
で（電動式は２０，０００円、１個のみ）です。詳しくは、環境
課廃棄物対策係までお問い合わせください。
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を
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茶
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萩
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よ 

よ

母
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日
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子 
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光
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瀬
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　「おやじの会」の皆さんが６月
１３日、１４日にログハウスをボラ
ンティアで製作し１７日、完成パー
ティーが開かれました。 
　子どもたちは早速、ログハウス
に触れたり、中に入ったりしなが

ら、「素敵だね」「うれしいね」と
あちこちで笑顔の花を咲かせてい
ました。みんなのお父さんが作っ
てくれた素敵なログハウスは、子
どもたちの成長をずっと見守って
いきます。 
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